
������������

大

野

圭

介

緒

言

先
秦
時
代
に
お
い
て
、
中
国
人
は
身
の
回
り
に
広
が
る

｢

世
界｣

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
中
国
古
代
思
想
は
も
と
よ
り
、

中
国
古
代
神
話
や
古
代
文
学
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

先
秦
時
代
の
文
献
を
見
渡
し
て
み
る
と
、『
尚
書』

禹
貢
や

『

山
海
経』

の
よ
う
な
、
古
代
地
理
を
描
い
た
文
献
が
存
在
す
る
ほ
か
、『

呂
氏
春
秋』

な
ど
の
書

に
も
、
中
華
の
周
縁
の
国
々
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

｢

世
界｣

の
広
が
り
を
示
そ
う
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
年
の
考
古
学
上
の
成
果
は
、
戦

国
期
の
郡
県
単
位
の
地
図
と
い
う
貴
重
な
資
料
を
も
も
た
ら
し
た
。

本
稿
は
こ
う
し
た
資
料
を
も
と
に
、
古
代
中
国
に
お
け
る

｢
世
界｣

の
認
識
の
あ
り
よ
う
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
古
地
図
に
お
け
る
地
理
認
識

中
国
で
地
図
を
描
く
こ
と
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『

左
伝』

宣
公
三
年
に
は

一
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楚
子
問
鼎
之
大
小
輕
重
焉
。(

王
孫
滿)

對
曰
、｢

在
徳
不
在
鼎
。
昔
夏
之
方
有�

也
、
遠
方
圖
物
、
貢
金
九
牧
、
鑄
鼎
象
物
、
百
物
而
爲
之
備
、
使
民
知
神

姦
、
故
民
入
川
澤
山
林
、
不
逢
不
若
、�
魅
罔
兩
、
莫
能
逢
之
。｣

楚
子

鼎
の
大
小
軽
重
を
問
う
。(

王
孫
満)

対
え
て
曰
く
、｢

昔

夏
氏
の
方
に
徳
有
る
や
、
遠
方
に
物
を
図え
が

き
、
金
を
九
牧
よ
り
貢
し
、
鼎
を
鋳
て
物
を

象
り
、
百
物
に
し
て
之
が
備
え
と
為
し
、
民
を
し
て
神
姦
を
知
ら
し
め
、
山
林
に
入
り
て
は
、
若
し
た
が
わ
ざ
る
に
逢
わ
ず
、�
魅
罔
兩

(

魑
魅
魍
魎)

も
、
能
く
之

に
逢
う
莫
し｣

と
。

と
あ
る
。
有
名
な

｢

鼎
の
軽
重
を
問
う｣

故
事
で
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
る

｢

禹
が
作
ら
せ
た
鼎｣

は
あ
く
ま
で
伝
説
で
は
あ
る
が
、
遠
く
の
土
地
に
あ
る
動
植
物

な
ど
を
図
に
描
い
て
、
地
図
を
作
る
こ
と
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

一
方

｢

地
図｣

と
い
う
言
葉
が
見
え
る
最
も
早
い
文
献
の
一
つ
に

『

管
子』

地
図
篇
と
七
法
篇
が
あ
る
。

凡
主
兵
者
、
必
先
審
知
地
圖
。�
轅
之
險
、
濫
車
之
水
、
名
山
・
通
谷
・
經
川
・
陵
陸
・
丘
阜
之
所
在
、
苴
草
・
林
木
・
蒲
葦
之
所
茂
、
道
里
之
遠
近
、
城

郭
之
大
小
、
名
邑
・
廢
邑
・
困
殖
之
地
、
必
盡
知
之
。
地
形
之
出
入
相
錯
者
盡
藏
之
、
然
後
可
以
行
軍
襲
邑
、
擧
錯
知
先
後
、
不
失
地
利
、
此
地
圖
之
常
也
。

凡
そ
兵
を
主
る
者
は
、
必
ず
先
ず
審
ら
か
に
地
図
を
知
る
。�
轅

(

曲
が
り
く
ね
っ
た
さ
ま)

の
険
、
濫
車
の
水

(

車
が
浮
か
ぶ
ほ
ど
深
い
水)

、
名
山
・
通

谷

(

峡
谷
の
道)

・
経
川

(

常
に
流
れ
る
川)

・
陵
陸

(

山
道)
・
丘
阜
の
在
る
所
、
苴

(

枯
れ
草)

草

(

生
き
た
草)

・
林
木
・
蒲
葦
の
茂
る
所
、
道
里
の

遠
近
、
城
郭
の
大
小
、
名
邑
・
廃
邑
・
困
殖

(

伸
び
悩
む
町
と
栄
え
る
町)
の
地
は
、
必
ず
尽
く
之
を
知
る
。
地
形
の
出
入
相
い
錯ま
じ

わ
る
者
は
尽
く
之
を
蔵
し

(

心
に
留
め)

、
然
る
後
に
以
て
行
軍
し
て
邑
を
襲
い
、
挙
錯

(

行
動)

先
後
を
知
り
、
地
の
利
を
失
わ
ざ
る
べ
し
、
此
れ
地
図
の
常
な
り
。(

地
図)

故
兵
也
者
、
審
於
地
圖
、
謀
十
官
、
量
蓄
積
、
齊
勇
士
、�
知
天
下
、
審
御
機
數
、
兵
主
之
事
也
。(

尹
知
章
注)

地
圖
、
謂
敵
國
險
易
之
形
、
軍
之
部
置
。

故
に
兵
な
る
者
は
、
地
図
に
審
ら
か
に
し
て
、
十
官
を
謀
り

(

隊
伍
の
長
を
選
ぶ
こ
と
を
画
策
し)

、
蓄
積
を
量
り
、
勇
士
を
斉
え
、�
く
天
下
を
知
り
、
審

ら
か
に
機
数

(

策
略)

を
御
す
る
は
、
兵
主
の
事
な
り
。(

尹
知
章
注)

地
図
と
は
、
敵
国
険
易
の
形
、
軍
の
部
置
を
謂
う
。(

七
法)
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こ
こ
で
の

｢

地
図｣

は
マ
ッ
プ
の
こ
と
で
は
な
く
、
山
川
渓
谷
の
位
置
や
植
生
の
分
布
、
里
程
や
都
市
の
大
小
、
敵
軍
の
配
置
の
様
子
な
ど
の
地
理
知
識
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
。『

管
子』

は
春
秋
斉
の
名
宰
相
管
仲
の
著
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
管
仲
一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
戦
国
か
ら
漢
に
か
け
て
の
斉
国
の

思
想
を
集
大
成
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
図
篇
に
関
し
て
は
、
山
東
省
臨
沂
で
発
見
さ
れ
た
戦
国
期
の
竹
簡
と
そ
の
内
容
が
似
通
っ
て
お
り
、
戦
国
中
期
か

ら
末
期
に
か
け
て
の
思
想
を
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る

(

１)

。

ま
た
戦
国
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る

『

周
礼』

地
官
・
土
訓
に
は

｢

掌
道
地
圖
、
以
詔
地
事

(

地
図
を
道
う
を
掌
り
、
以
っ
て
地
の
事
を
詔つ

ぐ)｣

と
あ
り
、
鄭
注

に

｢

道
、
説
也
。
説
地
圖
九
州
形
勢
山
川
所
宜
。(

道
と
は
、
説
な
り
。
地
図

九
州
の
形
勢

山
川
の
宜
し
き
所
を
説
く
。)｣

と
云
い
、
同
・
遂
人
に
は

｢

遂
人

掌
邦
之
野
、
以
土
地
之
圖
、
經
田
野
、
造
縣
鄙
形
體
之
法
。(

遂
人
は
邦
の
野
を
掌
り
、
土
地
の
図
を
以
っ
て
、
田
野
を
経
し

(

区
画
を
定
め)

、
県
鄙
形
体
の
法

(

県
と
郊
外
の
境)

を
造
る
。)｣
と
云
い
、
こ
こ
で
言
う

｢

地
図｣

は
マ
ッ
プ
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。『

戦
国
策』

趙
策
二
に
は

｢

臣
竊
以
天
下
地
圖
案
之
、
諸

侯
之
地
、
五
倍
於
秦
。(

臣

窃
か
に
天
下
の
地
図
を
以
っ
て
之
を
案
ず
る
に
、
諸
侯
の
地
は
、
秦
に
五
倍
す)｣

と
云
い
、『

史
記』

刺
客
列
伝
に
も
燕
の
荊
軻
が

督
亢
の
地
を
秦
に
割
譲
し
た
い
と
偽
っ
て
そ
の
地
図
を
秦
王
政

(

後
の
始
皇
帝)

に
献
上
し
、
政
が
地
図
を
見
て
い
る
間
に
、
地
図
に
仕
込
ん
だ
刀
で
政
を
刺
そ

う
と
し
て
失
敗
し
た
話
が
見
え
、
戦
国
期
か
ら
中
国
全
土
を
描
く
広
域
地
図
が
使
わ
れ
、
ま
た
領
内
の
地
図
の
授
受
が
領
土
割
譲
の
証
し
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

文
献
上
で
は
地
図
が
戦
国
期
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
戦
国
期
の
地
図
の
実
物
も
、
戦
国
末
期
の
統
一
前
の
秦
の
墓
か
ら
出
土
し
て

い
る
。
甘
粛
省
天
水
市
の
放
馬
灘
一
号
秦
墓
か
ら
出
土
し
た
四
枚
の
木
板
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
中
国
最
古
の
地
図
で
あ

る

(

２)

。
そ
の
墓
主
に
つ
い
て
記
し
た
木
簡
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
殺
人
を
犯
し
て
放
馬
灘
に
流
刑
に
な
っ
た
軍
人
で
あ
る
と
い
う(

３)

。
恐

ら
く
こ
の
地
で
行
政
を
担
当
し
、
付
近
の
地
理
に
つ
い
て
知
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
枚
の
木
板
の
う
ち
三
枚
は
裏
表
に
、
一
枚
は
片
面
の
み
に
地
図
が
描
か
れ
、
う
ち
一
面
は
地
名
が
記
さ
れ
な
い
が
、
残
り
の
六
面
は
地
名
が
書
か
れ
て
お
り
、

一
部
に
重
な
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
こ
の
六
面
は
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
図
も
川
を
細
い
実
線
で
描
き
、
３
Ａ
図
の
み
道
路
と
み
ら
れ
る
線
を

別
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
道
や
川
の
両
側
に
黒
い
半
円
を
描
い
て
、
狭
い
谷
を
示
し
て
い
る
。
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放馬灘一号秦墓地図 (一)

２

１Ａ １Ｂ

１Ｂ

１Ａ

２

４Ｂ ３Ａ・４Ａ
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４Ａ

３Ａ

放馬灘一号秦墓地図 (二)
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放馬灘一号秦墓地図 (三)

地形図 (復元図) 『中国古代地図集 戦国一元』 (文物出版社､ 1990年)

４Ｂ
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秦
墓
地
図
(全
図
)
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駐軍図 (復元図) 『中国古代地図集 戦国一元』 (文物出版社､ 1990年)



１
Ａ
図
と
１
Ｂ
図
に
は
四
角
の
枠
で
囲
っ
た
地
名
が
見
え
る
。
最
も
大
き
い
枠
に
は

｢�
丘｣

と
あ
り
、『

史
記』

秦
本
紀
に

｢

秦
の
武
公
十
年

(

前
六
八
八)

、

�
と
冀
戎
を
伐
ち
、
こ
こ
に
初
め
て
県
を
置
い
た｣

(

４)

と
見
え
る�
県
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
小
さ
い
枠
の
中
に
は

｢

○
里｣

と
い
う
地
名
が
複
数

見
え
、
こ
の
枠
が
里
ク
ラ
ス
の
行
政
区
画
を
表
す
こ
と
が
わ
か
る
。

枠
の
な
い
地
名
は
他
の
図
に
も
あ
り
、
谷
の
名
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２
図
と
３
Ａ
図
に
は
樹
木
の
名
と
里
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
３
Ａ
図
と
４
Ａ
図

は
同
じ
範
囲
を
描
き
な
が
ら
、
前
者
に
は
樹
木
名
と
里
程
が
あ
り
、
後
者
に
は
谷
の
名
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
注
意
に
値
す
る
。
即
ち
前
者
は
森
林
分
布
図

で
あ
り
、
後
者
は
地
形
図
で
あ
っ
て
、
目
的
別
の
地
図
が
こ
の
当
時
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

結
局
こ
れ
ら
の
地
図
は
行
政
区
画
図
・
森
林
分
布
図
・
地
形
図
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
地
図
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
全
図
を
見
る
と
、
左
半
分
が
行

政
区
画
図
、
右
半
分
が
森
林
分
布
図
に
な
る
が
、
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
に
区
分
し
て
地
図
を
作
り
分
け
た
の
か
、
或
い
は
全
区
画
に
わ
た
っ
て
三
種
の
地
図
が
あ
っ

た
の
か
は
断
定
で
き
な
い
。
と
も
か
く
戦
国
末
期
に
は
、
一
つ
の
県
の
よ
う
な
狭
い
地
域
の
地
理
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
正
確
に
捉
え
よ
う
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
結
果
を
地
図
に
表
す
方
法
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。『

管
子』

や

『

史
記』

刺
客
列
伝
の
記
述
は
こ
の
地
図
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
と

い
え
る
。

戦
国
期
の
地
図
は
こ
の
放
馬
灘
秦
墓
地
図
が
唯
一
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
漢
代
初
期
の
地
図
と
し
て
は
、
著
名
な
も
の
に
一
九
七
三
年
に
長
沙
馬
王
堆
漢

墓
か
ら
発
見
さ
れ
た

｢

地
形
図｣

と

｢

駐
軍
図｣
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
帛
書
に
書
か
れ
て
お
り
、｢

地
形
図｣

は
今
の
広
西
・
湖
南
・
広
東
省
に
ま
た
が
る
広
大
な

地
域
を
描
い
て
い
る
。
十
里
を
一
寸
と
し
た
一
定
の
縮
尺
で
、
川
・
山
脈
・
道
路
が
描
か
れ
、
町
や
村
の
名
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
九
嶷
山
は
九
つ
の
山
頂
を
持

つ
山
と
し
て
特
に
大
き
く
描
か
れ
、
さ
ら
に

｢

帝
舜｣

と
い
う
注
記
も
あ
り
、
当
時
舜
の
葬
地
と
し
て
九
嶷
山
が
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。｢

駐
軍

図｣

の
範
囲
は
さ
ら
に
狭
く
、
河
や
山
の
表
示
は

｢

地
形
図｣
に
比
べ
る
と
簡
略
で
あ
り
、
駐
軍
の
位
置
や
番
号
、
要
塞
、
集
落
の
名
と
戸
数
な
ど
が
記
さ
れ
、

の
ろ
し
を
上
げ
る
地
点
の
よ
う
な
重
要
な
山
に
は
そ
の
名
が
書
か
れ
る
。

こ
れ
ら
も
放
馬
灘
地
図
と
同
様
、
限
ら
れ
た
区
域
を
正
確
に
描
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は

『

戦
国
策』

に
い
う
よ
う
な
広
域
の
地
理
認
識
は
ど
う
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
言
う

｢

天
下｣

を
描
い
た
よ
う
な
地
図
は
、
戦
国
期
の
も
の
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
中
国
全
土
を
描
い
た
地
図
で
現
存
す
る

最
古
の
も
の
は
、
ず
っ
と
下
っ
た
北
宋
の

｢

九
域
守
令
図｣

(

一
一
二
一
年)

で
あ
り
、
中
国
全
土
の
海
岸
線
・
川
・
山
・
湖
が
比
較
的
正
確
に
描
か
れ
て
い
て
、

約
千
四
百
箇
所
の
地
名
注
記
が
あ
り
、
北
宋
末
年
の
行
政
区
画
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て

｢

禹
跡
図｣

(

一
一
三
六
年)

｢

華
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夷
図｣

(
一
一
三
六
年)

が
現
れ
る
が
、｢

九
域
守
令
図｣

と
同
様
、
中
国
全
土
を
比
較
的
正
確
に
描
き
、
空
想
的
な
事
物
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
。

戦
国
期
に
こ
の
よ
う
な
正
確
な

｢

天
下｣

図
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
戦
国
期
の
人
々
は
広
大
な

｢

天
下｣

を
正
確
に
把
握
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
地
図
の
現
物
が
存
在
し
な
い
以
上
、
文
献
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
探
る
ほ
か
は
な
い
。
次
章
で
は
戦
国
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
地
理
書
の

『

禹
貢』

や

『

山
海
経』

の
記
述
か
ら
、
古
代
中
国
人
の
捉
え
た

｢

天
下｣

を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
古
文
献
に
お
け
る
地
理
認
識

(

一)
｢

禹
貢｣

の
九
州

｢

禹
貢｣

は

『

尚
書』

の
篇
名
で
あ
る
が
、
歴
代
の
帝
王
の
言
葉
を
記
す

『

尚
書』

の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の

｢

禹
貢｣

は
禹
の
言
葉
が
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い

点
で
特
異
で
あ
る
。
古
来
中
国
の
地
理
書
の
祖
と
目
さ
れ
、『

尚
書』

の
他
の
篇
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
篇
は
禹
が
治
水
を
行
っ
て
九
州
を
定
め
た
と
い
う
事
跡
を
借
り
て
、
中
国
全
土
の
地
理
を
記
し
、
大
き
く
四
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。

ま
ず
第
一
部
分
は

禹
敷
土
隨
山
刊
木
、
奠
高
山
大
川
。

禹
は
土
を
敷の

べ

(

水
土
を
治
め)

山
に
随
い
て
木
を
刊き

り
、
高
山
大
川
を
奠さ
だ

む

(

九
州
の
境
界
を
定
め
た)

。

と
い
う
、
禹
が
九
州
を
定
め
た
旨
の
記
事
か
ら
始
ま
り
、

冀
州
既
載
壺
口
、
治
梁
及
岐
。
既
修
太
原
、
至
于
岳
陽
。
覃
懷�
績
、
至
于
衡�
。
厥
土
惟
白
壤
。
厥
賦
惟
上
上
錯
。
厥
田
惟
中
中
。
恆
衞
既
從
、
大
陸
既

作
、
鳥
夷
皮
服
。
夾
右
碣
石
、
入
于
河
。

冀
州
は
既
に
壺
口
を
載お
わ

り
、
梁
及
び
岐
を
治
む
。
既
に
太
原
を
修
め
、
岳

(

太
岳)

の
陽
に
至
る
。
覃
懷
は
績
を�い
た

し

(

治
水
事
業
が
出
来
上
が
り)

、
衡� 一

〇
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に
至
る
。
厥
の
土
は
惟
れ
白
壌

(

白
く
柔
ら
か
い)

。
厥
の
賦
は
惟
れ
上
の
上
に
し
て
錯
わ
る

(

上
の
中
が
混
じ
っ
て
い
る)

。
厥
の
田
は
惟
れ
中
の
中
。
恒
・

衛
既
に
従
い

(

も
と
の
流
れ
に
従
い)

、
大
陸
既
に
作
し

(

耕
作
可
能
に
な
り)

、
鳥
夷
は
皮
服
す
。(

貢
道
は)

碣
石
を
夾
右
し
て
、
河
に
入
る
。

の
如
く
、
冀
州
・�
州
・
青
州
・
徐
州
・
揚
州
・
荊
州
・
豫
州
・
梁
州
・
雍
州
の
九
州
の
位
置
と
土
壌
の
質
、
田
の
等
級
、
物
産
、
流
れ
出
す
河
を
記
す
。
次
い

で
第
二
部
分
で
は

導�
及
岐
、
至
于
荊
山
、
逾
于
河
、
壺
口
・
雷
首
、
至
于
太
岳
。�
柱
・
析
城
、
至
于
王
屋
。
太
行
恆
山
、
至
于
碣
石
、
入
于
海
。
西
傾
・
朱
圉
・
鳥
鼠
、

至
于
太
華
。
熊
耳
・
外
方
・
桐
柏
、
至
于
陪
尾
。
導�
冢
、
至
于
荊
山
、
内
方
至
于
大
別
。
岷
山
之
陽
、
至
于
衡
山
、
過
九
江
、
至
于
敷
淺
原
。

�
及
び
岐

(

山
の
名)
を
導
き
、
荊
山
に
至
り
、
河
を
逾
え
、
壺
口
・
雷
首
よ
り
、
太
岳
に
至
る
。�
柱
・
析
城

(

山
の
名)

よ
り
、
王
屋

(

山
の
名)

に

至
る
。
太
行
・
恒
山
よ
り
、
碣
石
に
至
り
、
海
に
入
る
。
西
傾
・
朱
圉
・
鳥
鼠

(

山
の
名)

よ
り
、
太
華

(

山
の
名)

に
至
る
。
熊
耳
・
外
方
・
桐
柏

(

山
の

名)

よ
り
、
陪
尾

(

山
の
名)

に
至
る
。�
冢
を
導
き
、
荊
山
に
至
り
、
内
方

(

山
の
名)

よ
り
大
別

(

山
の
名)

に
至
る
。
岷
山
の
陽
よ
り
、
衡
山
に
至
り
、

九
江
を
過
ぎ
、
敷
浅
原
に
至
る
。

の
如
く
、
主
要
な
山
の
名
と
そ
こ
か
ら
流
れ
出
す
河
を
記
す
。
続
く
第
三
部
分
で

九
州
攸
同
、
四�
既
宅
、
九
山
刊
旅
、
九
川
滌
源
、
九
澤
既
陂
、
四
海
會
同
。
六
府
孔
修
、
庶
土
交
正
、�
慎
財
賦
、
咸
則
三
壤
、
成
賦
中
邦
。
錫
土
姓
。

祗
台�
先
、
不
距
朕
行
。

九
州
攸
て
同お
さ

ま
り
、
四�
既
に
宅
し
、
九
山
刊き

ら
れ
旅お
さ

ま
り
、
九
川
源
を
滌
い
、
九
沢
既
に
陂
し
、
四
海
会
同
す
。
六
府
孔
だ
修
ま
り
、
庶
土
交と
も

に
正さ
だ

め
、

財
賦
を�
慎
す
る
に
、
咸
な
三
壌
に
則
り
、
賦
を
中
邦
に
成
す
。
土
・
姓
を
錫た
ま

う
。｢

祗
つ
つ
し
み
て
徳
を
台も
っ

て
先
と
し
、
朕わ

が
行
い
を
距ふ
せ

が
ざ
れ
。｣

と
、
九
州
が
定
ま
っ
て
国
が
安
定
し
た
こ
と
を
言
い
、
第
四
部
分
で
は
中
央
か
ら
五
百
里
毎
に
甸
服
・
侯
服
・
綏
服
・
要
服
・
荒
服
に
区
分
さ
れ
る
と
す
る
五
服

一
一
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説
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
賦
税
と
結
び
付
け
て
説
明
す
る
。
末
尾
で

東
漸
于
海
、
西
被
于
流
沙
、
朔
南
曁
聲
教
、
訖
于
四
海
。
禹
錫
玄
圭
、
告
厥
成
功
。

東
は
海
に
漸す
す

み
、
西
は
流
沙
に
被お
よ

び
、
朔き
た

・
南
は
声
教
を
曁お
よ

ぼ
し
、
四
海
に
訖
る
。
禹
は
玄
圭
を
錫た
ま

い
、
厥
の
成
功
を
告
ぐ
。

と
、
東
西
北
南
の
順
で
禹
の
教
化
が
四
海
に
行
き
渡
っ
た
こ
と
を
言
い
、
治
水
成
功
の
報
告
を
も
っ
て
終
わ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
第
一
部
分
と
第
二
部
分
は
、
主
題
別
の
地
図
を
文
章
で
表
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
部
分
は
行
政
区
画
図
と
土
地
条
件
図
を
合

わ
せ
た
も
の
、
第
二
部
分
は
地
形
図
と
い
え
る
。
こ
の
区
分
は
放
馬
灘
の
地
図
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
第
一
部
分
と
第
二
部
分
の
い
ず
れ
に
も
河
が
記
さ
れ
る

こ
と
も
、
放
馬
灘
の
地
図
の
全
て
に
河
が
記
さ
れ
る
こ
と
と
共
通
し
、
河
が
地
理
的
な
位
置
関
係
を
示
す
指
標
と
し
て
最
も
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。
第
一
部
分
で
は
九
州
の
位
置
を
定
め
る
補
助
的
指
標
と
し
て
、
第
二
部
分
で
は
山
の
位
置
関
係
を
定
め
る
補
助
的
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
部
分
に
共
通
し
て
言
え
る
重
要
な
こ
と
に
、
非
現
実
的
・
空
想
的
な
事
象
は
一
切
描
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
述
す
る

『

山
海

経』

に
は
、
奇
怪
な
姿
の
動
植
物
や
、
異
形
の
民
な
ど
の
非
現
実
的
な
も
の
が
盛
ん
に
登
場
す
る
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、｢

禹
貢｣

で
は
そ
の
よ
う
な
空
想
的

事
象
は
完
全
に
排
さ
れ
て
い
る
。｢

禹
貢｣

が
現
実
の
地
理
を
ど
れ
だ
け
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
に
、｢

禹
貢｣

が
徹
底
し
た
現
実
主
義
の
下
で
制

作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
注
意
に
値
す
る
。
比
較
的
正
確
な
縮
尺
を
も
っ
て
、
空
想
的
事
象
を
一
切
排
し
て
描
か
れ
て
い
る
戦
国
・
漢
初
の
地
図
と
同
じ
態
度
で
、

こ
の

｢

禹
貢｣

は
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

(

二)
『

山
海
経』

五
蔵
山
経
の
山
川

中
国
最
古
の
空
想
的
地
理
書
と
目
さ
れ
る

『

山
海
経』

は
、
五
蔵
山
経

(

巻
一
〜
巻
五)
・
海
外
四
経

(

巻
六
〜
巻
九)

・
海
内
四
経

(

巻
十
〜
巻
十
三)

・

大
荒
海
内
経

(

巻
十
四
〜
巻
十
八)

と
い
う
四
つ
の
性
格
が
異
な
る
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
成
立
時
期
が
異
な
る
と
み
ら
れ
る
が
、
古
い
部
分
は

一
二
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戦
国
初
期
、
新
し
い
部
分
は
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
人
の
人
が
一
度
に
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
長
い

間
に
大
勢
の
無
名
の
人
が
書
き
継
い
で
き
た
も
の
と
す
る
見
方
は
諸
説
一
致
す
る
。
成
立
場
所
は
楚
と
も
巴
蜀
と
も
い
わ
れ
る
が
、
斉
の
稷
下
学
士
も
関
与
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る

(

５)

。

こ
こ
で
は
ま
ず
五
蔵
山
経
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
五
蔵
山
経
の
記
述
は
、
山
の
名
と
方
角
・
距
離
、
そ
こ

に
産
出
す
る
動
植
物
、
鉱
物
と
そ
の
性
質
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
す
河
の
名
と
道
筋
が
、
一
定
の
書
式
の
も
と
に
記
さ
れ
、『

山
海
経』

の
う
ち
で
は
最
も
地
理
書
と

し
て
の
体
裁
が
整
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
五
蔵
山
経
に
は

｢

禹
貢｣

に
登
場
す
る
地
名
も
少
な
か
ら
ず
収
め
ら
れ
て
い
る
。
今
そ
れ
を
比
較
し
て
み
よ

う
。(

北
次
三
経)

又
北
百
里
、
曰
王
屋
之
山
、
是
多
石
。�
水
出
焉
、
而
西
北
流
注
于
泰
澤
。

又
た
北
百
里
を
、
王
屋
の
山
と
曰
う
、
是
れ
石
多
し
。�
水

焉
よ
り
出
で
て
、
西
北
流
し
て
泰
沢
に
注
ぐ
。

(

禹
貢)�
柱
・
析
城
、
至
于
王
屋
。(�
柱
・
析
城
よ
り
、
王
屋
に
至
る
。)

(

西
次
三
経)

又
西
二
百
二
十
里
、
曰
三
危
之
山
、
三
青
鳥
居
之
。
是
山
也
、
廣
員
百
里
。
其
上
有
獸
焉
、
其
状
如
牛
、
白
身
四
角
、
其
豪
如
披
蓑
、
其
名
曰��
、
是
食

人
。
有
鳥
焉
、
一
首
而
三
身
、
其
状
如�
、
其
名
曰
鴟
。

又
た
西
二
百
二
十
里
を
、
三
危
の
山
と
曰
い
、
三
青
鳥

之
に
居
る
。
是
の
山
や
、
広
員
百
里
。
其
の
上
に
獣
有
り
、
其
の
状
は
牛
の
如
く
、
白
身
に
し
て

四
角
、
其
の
豪
は
蓑
を
披
く
が
如
く
、
其
の
名
を��
と
曰
い
、
是
れ
人
を
食
う
。
鳥
有
り
、
一
首
に
し
て
三
身
、
其
の
状
は�(
鷹
の
仲
間)

の
如
し
、
其

の
名
を
鴟
と
曰
う
。

(

禹
貢)

導
黒
水
、
至
于
三
危
、
入
于
南
海
。(

黒
水
を
導
き
、
三
危
に
至
り
、
南
海
に
入
る
。)

(

北
次
三
経)

一
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又
北
五
百
里
、
曰
碣
石
之
山
。
繩
水
出
焉
、
而
東
流
注
于
河
、
其
中
多
蒲
夷
之
魚
。
其
上
有
玉
、
其
下
多
青
碧
。

又
た
北
五
百
里
を
、
碣
石
の
山
と
曰
う
。
縄
水

焉
よ
り
出
で
て
、
東
流
し
て
河
に
注
ぐ
、
其
の
中
に
蒲
夷
の
魚
多
し
。
其
の
上
に
玉
有
り
、
其
の
下
に
青

碧
多
し
。

(

禹
貢)

太
行
・
恆
山
、
至
于
碣
石
、
入
于
海
。(

太
行
・
恒
山
よ
り
、
碣
石
に
至
り
、
海
に
入
る
。)

(

西
山
経)

又
西
三
百
二
十
里
、
曰�
冢
之
山
、
漢
水
出
焉
、
而
東
南
流
注
于�
、�
水
出
焉
、
北
流
注
于
湯
水
。
其
上
多
桃
枝
・
鉤
端
、
獸
多
犀�
熊
羆
、
鳥
多
白
翰
、

赤�
。
有
草
焉
、
其
葉
如�
、
其
本
如
桔
梗
、
黒
華
而
不
實
、
名
曰�
蓉
、
食
之
使
人
無
子
。

又
た
西
三
百
二
十
里
を
、�
冢
の
山
と
曰
う
、
漢
水

焉
よ
り
出
で
て
、
東
南
流
し
て�
に
注
ぐ
、�
水

焉
よ
り
出
で
、
北
流
し
て
湯
水
に
注
ぐ
。
其
の

上
に
桃
枝
・
鉤
端
多
く
、
獣
は
犀
・�
・
熊
・
羆
多
く
、
鳥
は
白
翰
・
赤�
多
し
。
草
有
り
、
其
の
葉
は�
の
如
く
、
其
の
本
は
桔
梗
の
如
く
、
黒
華
に
し
て

実
ら
ず
、
名
を�
蓉
と
曰
い
、
之
を
食
す
れ
ば
人
を
し
て
子
無
か
ら
し
む
。

(

禹
貢)�
冢
導
漾
、
東
流
爲
漢
、
又
東
、
爲
滄
浪
之
水
、
過
三�
、
至
于
大
別
、
南
入
于
江
。

�
冢
よ
り
漾

(

川
の
名)

を
導
き
、
東
流
し
て
漢

(

川
の
名)
と
為
り
、
又
た
東
し
て
、
滄
浪
の
水
と
為
り
、
三�
を
過
ぎ
、
大
別

(

大
別
山
の
麓)

に
至

り
、
南
し
て
江
に
入
る
。

(

西
次
四
経)

又
西
二
百
二
十
里
、
曰
鳥
鼠
同
穴
之
山
、
其
上
多
白
虎
・
白
玉
。
渭
水
出
焉
、
而
東
流
注
于
河
。
其
中
多�
魚
、
其
状
如�
魚
、
動
則
其
邑
有
大
兵
。
濫
水

出
于
其
西
、
西
流
注
于
漢
水
。
多��
之
魚
、
其
状
如
覆
銚
、
鳥
首
而
魚
翼
魚
尾
、
音
如
磬
石
之
聲
、
是
生
珠
玉
。

又
た
西
二
百
二
十
里
を
、
鳥
鼠
同
穴
の
山
と
曰
う
、
其
の
上
は
白
虎
・
白
玉
多
し
。
渭
水

焉
よ
り
出
で
て
、
東
流
し
て
河
に
注
ぐ
。
其
の
中
に�
魚
多
く
、

其
の
状
は�
魚
の
如
く
、
動
け
ば
則
ち
其
の
邑
に
大
兵
有
り
。
濫
水

其
の
西
よ
り
出
で
、
西
流
し
て
漢
水
に
注
ぐ
。��
の
魚
多
く
、
其
の
状
は
覆
銚
の
如
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く
、
鳥
首
に
し
て
魚
翼
魚
尾
、
音
は
磬
石
の
声
の
如
く
、
是
れ
珠
玉
を
生
ず
。

(

禹
貢)

導
渭
自
鳥
鼠
同
穴
、
東
會
于�
、
又
東
會
于�
、
又
東
過
漆
沮
、
入
于
河
。

渭
を
導
く
に
鳥
鼠
同
穴

(

山
の
名)

自
り
し
、
東
し
て�(
川
の
名)

に
会
し
、
又
た
東
し
て�(

川
の
名)

に
会
し
、
又
た
東
し
て
漆
・
沮

(

川
の
名)

を
過
ぎ
、
河
に
入
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
山
か
ら
出
る
川
の
名
前
と
そ
の
流
路
は
か
な
り
よ
く
一
致
す
る
。
し
か
し
五
蔵
山
経
で
は
山
が
記
述
の
中
心
と
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
数
十

里
か
ら
数
百
里
と
い
う
里
程
を
記
し
て
い
る
。｢

禹
貢｣

の
よ
う
な
中
国
全
土
を
覆
う
広
域
の
地
理
で
は
な
く
、
比
較
的
狭
い
範
囲
の
地
理
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

り
、
こ
の
狭
域
地
理
を
幾
つ
も
積
み
重
ね
る
形
で
、
か
な
り
広
い
範
囲
の
地
理
を
描
き
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た

｢

禹
貢｣

に
見
ら
れ
た
行
政
区
画
の
よ

う
な
人
為
的
要
素
は
全
く
記
さ
れ
ず
、
自
然
の
事
象
を
描
く
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
は
放
馬
灘
の
地
図
に
お
け
る
森
林
分
布
図
と
似
た
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
放
馬
灘
の
地
図
で
は
河
が
位
置
を
決
め
る
指
標
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『

山
海
経』

で
は
山
が
位
置
を
決
め
る
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し

｢

禹
貢｣

や
放
馬
灘
の
地
図
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
そ
こ
に
非
現
実
的
な
動
植
物
が
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
草
も
あ
れ
ば
獣
も
魚
も
蛇
も

あ
り
、
人
に
害
を
与
え
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
薬
に
な
る
も
の
や
、
吉
祥
を
も
た
ら
す
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
山
や
河
の

｢

上｣

や

｢

中｣

に
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
外
に
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り

｢

禹
貢｣

や
放
馬
灘
の
地
図
は
山
川
を
外
か
ら
見
て
い
る
だ
け
で
あ

る
が
、
五
蔵
山
経
は
山
の
中
ま
で
分
け
入
っ
た
地
理
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
実
際
に
分
け
入
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。｢

不
可
以
上｣

と
記
さ
れ
る
山
も
あ
る
し
、
非
現
実
的
な
動
植
物
を
本
当
に
見
た
と
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
伝
説
や
空
想
を
見
て
き
た
か
の
よ
う
に
記
し
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
で
そ
う
い
う
非
現
実
的
事
象
が
全
く
描
か
れ

な
い
山
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
容
易
に
立
ち
入
れ
る
山
に
は
実
際
に
立
ち
入
っ
て
、
動
植
物
や
鉱
産
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
記
し
た
が
、
容
易
に
立
ち

入
れ
な
い
山
に
は
、
空
想
的
な
事
象
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
通
り
、
人
が
立
ち
入
れ
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
非
現
実
的
な
世
界
を
空

想
す
る
と
い
う
営
み
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
ず
っ
と
後
の
時
代
ま
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

｢

禹
貢｣

は
あ
く
ま
で
禹
が
治
水
を
完
成
さ
せ
た
地
域
の
地
理
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
即
ち
、
禹
に
よ
っ
て
秩
序
が
整
え
ら
れ
た
地
域
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。
前
に

『

左
伝』

宣
公
三
年
の
記
事
で
見
た
よ
う
に
、
禹
は
天
下
を

｢

民
を
し
て
神
姦
を
知
ら
し
め
、
山
林
に
入
り
て
は
、
若
し
た
が
わ
ざ
る
に
逢
わ
ず
、
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�
魅
罔
兩

(

魑
魅
魍
魎)

も
、
能
く
之
に
逢
う
莫
し｣

と
い
う
状
態
に
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
魑
魅
魍
魎
の
よ
う
な
人
の
常
識
で
律
し
き
れ
な
い
も

の
の
存
在
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。｢

禹
貢｣

に
非
現
実
的
な
も
の
が
一
切
排
さ
れ
て
い
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

し
か
し
五
蔵
山
経
は
狭
い
地
域
の
地
理
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
。
即
ち
よ
り
生
活
に
密
着
し
た
地
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
む
し
ろ

｢

秩
序
を
脅
か
す
存
在｣

に
つ

い
て
の
情
報
が
重
要
に
な
る
。
禹
が
天
下
の
秩
序
を
整
え
た
と
い
う
伝
説
は
、
統
治
者
の
側
の
も
の
で
あ
り
、｢

禹
貢｣

も
貢
道
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
統
治
者

の
側
の
文
献
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
生
活
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
山
は
依
然
と
し
て
立
ち
入
り
難
い
、
恐
ろ
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
立
ち
入
り

難
い
山
の

｢

中｣

に
つ
い
て
の
情
報
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。｢

禹
貢｣

の
地
理
が
、
現
実
を
反
映
し
な
が
ら
も
理
想
が
入
り
込

ん
だ
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、『

山
海
経』

五
蔵
山
経
の
地
理
は
よ
り
生
活
者
の
側
に
近
い
地
理
で
あ
る
と
い
え
る
。

で
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
五
蔵
山
経
を
著
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
蔵
山
経
の
各
経
の
末
尾
に
山
を
祭
る
祭
祀
の
や
り
方
を
事
細
か
に
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

巫
祝
の
手
に
な
る
も
の
と
い
う
見
方
が
有
力
で
あ
る
。
怪
物
の
跋
扈
す
る
恐
ろ
し
い
山
の
中
に
自
由
に
分
け
入
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
と
し
て
、
巫
祝
は
確
か
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
放
馬
灘
の
地
図
を
所
有
し
て
い
た
の
が
土
地
の
行
政
を
担
当
し
た
者
と
思
わ
れ
る
者
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
五
蔵
山
経
も
巫
祝
の
も

た
ら
し
た
情
報
が
入
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
最
終
的
に
は
、
統
治
階
級
の
側
に
あ
っ
た
者
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
五
蔵
山
経
も
五

方
の
地
理
を
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
集
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
小
南
一
郎
氏
も

｢

巫
祝
た
ち
が
邑
里
の
せ
ま
い
共
同
体
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
政

治
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
と
思
う｣

と
指
摘
す
る

(

６)

通
り
、
そ
う
し
た
情
報
を
集
積
し
得
る
能
力
は
、
統
治
階
級
の
側
に
し

か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
時
代
は
相
当
下
る
も
の
の
、
奈
良
朝
の
命
を
受
け
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

(

７)
『

出
雲
国
風
土

記』

が
、
五
蔵
山
経
と
よ
く
似
た
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
五
蔵
山
経
が
統
治
階
級
の
意
図
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
可
能
性
を
排
除
し
難
い
傍
証
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

(

三)

五
服
説
と
海
外
諸
国

先
に
見
た
通
り
、｢

禹
貢｣

の
末
尾
に
は
、
王
都
か
ら
辺
境
へ
至
る
ま
で
の
世
界
が
五
つ
に
区
分
さ
れ
る
と
す
る
五
服
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
文
を
録
す
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と
、

五
百
里
甸
服
。
百
里
賦
納�
、
二
百
里
納�
、
三
百
里
納�
服
、
四
百
里
粟
、
五
百
里
米
。
五
百
里
侯
服
。
百
里
采
、
二
百
里
男
邦
、
三
百
里
諸
侯
。
五
百

里
綏
服
。
三
百
里
揆
文
教
、
二
百
里
奮
武
衞
。
五
百
里
要
服
。
三
百
里
夷
、
二
百
里
蔡
。
五
百
里
荒
服
。
三
百
里
蠻
、
二
百
里
流
。

五
百
里
は
甸
服
。
百
里
の
賦
は�(
刈
っ
て
束
ね
た
稲)

を
納
れ
、
二
百
里
は�(

鎌
で
刈
っ
た
稲
の
穂)

を
納
れ
、
三
百
里
は�か
つ

服ふ
く

(

も
み
殻
、｢

服｣

は

衍
字)

を
納
れ
、
四
百
里
は
粟

(

精
米
し
な
い
米)

、
五
百
里
は
米
な
り
。
五
百
里
は
侯
服
。
百
里
は
采

(

卿
大
夫
の
所
領)

、
二
百
里
は
男
邦

(

男
爵
の
所
領)

、

三
百
里
は
諸
侯
。
五
百
里
は
綏
服
。
三
百
里
は
文
教
を
揆は
か

り
、
二
百
里
は
武
衛
を
奮
う
。
五
百
里
は
要
服
。
三
百
里
は
夷

(

風
俗
を
改
め
る
べ
き
地)

、
二
百
里

は
蔡

(

賦
税
を
減
殺
す
べ
き
地)

。
五
百
里
は
荒
服
。
三
百
里
は
蛮

(

王
化
の
及
ぶ
地)

、
二
百
里
は
流

(

流
浪
す
る
民
の
地)

。

こ
れ
と
類
似
の
文
が

『

国
語』
周
語
上
に
も
あ
る
。

夫
先
王
之
制
、
邦
内
甸
服
、
邦
外
侯
服
、
侯
・
衞
賓
服
、
蠻
・
夷
要
服
、
戎
・
狄
荒
服
。
甸
服
者
祭
、
侯
服
者
祀
、
賓
服
者
享
、
要
服
者
貢
、
荒
服
者
王
。

日
祭
、
月
祀
、
時
享
、
歳
貢
、
終
王
、
先
王
之
訓
也
。

夫
れ
先
王
の
制
、
邦
内
は
甸
服
、
邦
外
は
侯
服
、
侯
・
衛
は
賓
服
、
蛮
・
夷
は
要
服
、
戎
・
狄
は
荒
服
な
り
。
甸
服
な
る
者
は
祭
り

(

父
と
祖
を
祭
り)

、
侯

服
な
る
者
は
祀
り

(

曽
祖
と
高
祖
を
祭
り)

、
賓
服
な
る
者
は
享そ
な

え

(

宗
廟
に
供
え)

、
要
服
な
る
者
は
貢
ぎ
、
荒
服
な
る
者
は
王
た
り

(

王
と
し
て
天
子
に
仕

え
る)

。
日
に
祭
り
、
月
に
祀
り
、
時
に
享
え
、
歳
に
貢
ぎ
、
終
に
王
た
る
は
、
先
王
の
訓
な
り
。

｢

侯
・
衞｣

は

『

尚
書』

康
誥
に
見
え
る
侯
・
甸
・
男
・
采
・
衛
の
五
服
の
一
つ
。
天
下
が
王
都
を
中
心
に
五
段
階
に
区
分
さ
れ
、
外
へ
行
く
ほ
ど
租
税
が
免

ぜ
ら
れ
る
な
ど
中
央
と
の
関
係
が
疎
遠
に
な
る
と
い
う
の
は

｢

禹
貢｣

も

『

国
語』
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

『

国
語』

の
方
は
王
都
か
ら
の
距
離
が
示
さ
れ
ず
、

よ
り
原
始
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。

｢

禹
貢｣

は
そ
の
最
初
で
九
州
説
を
唱
え
て
お
り
、
こ
の
五
服
説
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
矛
盾
す
る
。
九
州
説
が
現
実
の
地
理
に
基
づ
い
た
考
え
で
あ
る
の
に
対
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し
、
五
服
説
の
方
は
極
め
て
観
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
べ
き
理
想
と
し
て
の
世
界
観
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。『

国
語』

に
お
い
て
も
、
五
服
説
は

｢

先
王

の
制｣
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、
当
時
現
実
に
行
わ
れ
て
い
た
制
度
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
理
想
と
し
て
の
世
界
観
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

王
都
を
世
界
の
中
心
と
し
、
外
へ
行
く
に
従
っ
て
支
配
へ
の
服
従
度
の
低
い
地
域
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
の
世
界
観
は
、『

尚
書』

召
誥
の

王
來
紹
上
帝
、
自
服
于
土
中
。
旦
曰
、｢

其
作
大
邑
、
其
自
時
配
皇
天
。�
祀
于
上
下
、
其
自
時
中
乂
。｣

王

来
た
り
て
上
帝
を
紹
ぎ
、
自
ら
土
中
を
服
む
。(

周
公)

旦
曰
く
、｢

其
れ
大
邑
を
作
り
、
其
れ
時こ
れ

を
自も
っ

て
皇
天
に
配
せ
よ
。�つ
つ
し
ん
で
上
下
を
祀
り
、
其

れ
時
の
中
を
自
て
乂お
さ

め
よ
。｣

或
い
は

『

逸
周
書』

作�
解
の

乃
作
大
邑
成
周
于
土
中
。
城
方
千
七
百
二
十
丈
、
郛
方
七
百
里
。
南
繋
于
洛
水
、
地
因
于�
山
、
以
爲
天
下
之
大
湊
。

乃
ち
大
邑
成
周
を
土
中
に
作
る
。
城

(

内
城)

は
方
千
七
百
二
十
丈
、
郛

(

外
城)

は
方
七
百
里
。
南
は
洛
水
に
繋
か
り
、
地
は�
山
に
因
り
、
以
て
天
下

の
大
い
に
湊
ま
る
と
こ
ろ
と
為
す
。

に
見
ら
れ
る
、
西
周
の
王
都
を

｢

土
中｣

(

大
地
の
中
心)

に
置
く
と
い
う
記
述
と
一
致
す
る
。
周
の
初
期
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
観
念
的
な
世
界
観
が
ま
だ
機

能
し
得
る
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『

周
礼』

夏
官
・
職
方
氏
に
は
五
服
を
拡
大
し
た
九
服
説
が
見
ら
れ
る
。

乃
辨
九
服
之
邦
國
。
方
千
里
曰
王
畿
、
其
外
方
五
百
里
曰
侯
服
、
又
其
外
方
五
百
里
曰
甸
服
、
又
其
外
方
五
百
里
曰
男
服
、
又
其
外
方
五
百
里
曰
采
服
、
又

其
外
方
五
百
里
曰
衞
服
、
又
其
外
方
五
百
里
曰
蠻
服
、
又
其
外
方
五
百
里
曰
夷
服
、
又
其
外
方
五
百
里
曰
鎭
服
、
又
其
外
方
五
百
里
曰
藩
服
。
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乃
ち
九
服
の
邦
国
を
弁
つ
。
方
千
里
を
王
畿
と
曰
い
、
其
の
外
方
五
百
里
を
侯
服
と
曰
い
、
又
た
其
の
外
方
五
百
里
を
甸
服
と
曰
い
、
又
た
其
の
外
方
五
百

里
を
男
服
と
曰
い
、
又
た
其
の
外
方
五
百
里
を
采
服
と
曰
い
、
又
た
其
の
外
方
五
百
里
を
衛
服
と
曰
い
、
又
た
其
の
外
方
五
百
里
を
蛮
服
と
曰
い
、
又
た
其
の

外
方
五
百
里
を
夷
服
と
曰
い
、
又
た
其
の
外
方
五
百
里
を
鎮
服
と
曰
い
、
又
た
其
の
外
方
五
百
里
を
藩
服
と
曰
う
。

こ
の
記
述
の
前
に
は
、｢

禹
貢｣

と
ほ
ぼ
同
じ
九
州
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、｢

禹
貢｣

の
徐
州
と
梁
州
が
な
い
代
わ
り
に
、
幽
州
と
并
州
が
加
わ
っ
て
お
り
、

初
め
に
九
と
い
う
数
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
服
の
方
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
五
服
を
二
倍
に
拡
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
か
ら
中

央
の
一
を
差
し
引
い
て
、
そ
れ
を
二
倍
し
て
か
ら
中
央
を
合
わ
せ
れ
ば
九
に
な
る
。
こ
の

『

周
礼』

も
、
周
代
の
政
治
制
度
を
記
す
と
い
う
形
で
、
理
想
の
政
治

制
度
を
説
い
た
書
物
で
あ
る
か
ら
、
九
州
が
現
実
の
地
理
で
あ
る
の
に
対
し
、
九
服
は
理
想
の
世
界
観
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
記
述
で
は
王
都

か
ら
の
距
離
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
が
ど
ん
な
性
格
か
は
全
く
記
さ
れ
ず
、
よ
り
観
念
化
の
度
合
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
入
れ
子
の
世
界
観
に
は
、
他
に

『

爾
雅』

釈
地
の

｢

四
極｣

が
あ
る
。

東
至
於
泰
遠
、
西
至
於�
國
、
南
至
於
濮
鉛
、
北
至
於
祝
栗
、
謂
之
四
極

(

郭
璞
注
：
皆
四
方
極
遠
之
國)

。
觚
竹
・
北
戸
・
西
王
母
・
日
下
謂
之
四
荒

(

郭

璞
注
：
觚
竹
在
北
、
北
戸
在
南
、
西
王
母
在
西
、
日
下
在
東
、
皆
四
方
昏
荒
之
國
、
次
四
極
者)

。
九
夷
・
八
狄
・
七
戎
・
六
蠻
謂
之
四
海

(

郭
璞
注
：
九
夷
在

東
、
八
狄
在
北
、
七
戎
在
西
、
六
蠻
在
南
、
次
四
荒
者)
。

東
は
泰
遠
に
至
り
、
西
は�
国
に
至
り
、
南
は
濮
鉛
に
至
り
、
北
は
祝
栗
に
至
る
、
之
を
四
極
と
謂
う

(

郭
璞
注
：
皆
な
四
方
極
遠
の
国
な
り)

。
觚
竹
・
北

戸
・
西
王
母
・
日
下
は
之
を
四
荒
と
謂
う

(

郭
璞
注
：
觚
竹
は
北
に
在
り
、
北
戸
は
南
に
在
り
、
西
王
母
は
西
に
在
り
、
日
下
は
東
に
在
り
、
皆
な
四
方
昏
荒

の
国
、
四
極
に
次
ぐ
者
な
り)

。
九
夷
・
八
狄
・
七
戎
・
六
蛮
は
之
を
四
海
と
謂
う

(

郭
璞
注
：
九
夷
は
東
に
在
り
、
八
狄
は
北
に
在
り
、
七
戎
は
西
に
在
り
、

六
蛮
は
南
に
在
り
、
四
荒
に
次
ぐ
者
な
り)

。

郭
璞
は
四
海
―
四
荒
―
四
極
の
順
に
遠
く
な
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は

『

逸
周
書』

太
子
晋
解
に
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善
至
于
四
海
曰
天
子
、
達
於
四
荒
曰
天
王
。

善
く
四
海
に
至
る
を
天
子
と
曰
い
、
四
荒
に
達
す
る
を
天
王
と
曰
う
。

と
あ
り
、『

列
子』
湯
問
篇
に

湯
又
問
曰

｢

四
海
之
外
奚
有｣

。(

夏)

革
曰

｢

猶
齊
州
也｣

。
湯
曰

｢

汝
奚
以
實
之｣

。
革
曰

｢

朕
東
行
至
營
、
人
民
猶
是
也
。
問
營
之
東
、
復
猶
營
也
。
西

行
至�
、
人
民
猶
是
也
。
問�
之
西
、
復
猶�
也
。
朕
以
是
知
四
海
・
四
荒
・
四
極
之
不
異
是
也｣

。

湯

又
た
問
い
て
曰
く

｢

四
海
の
外
は
奚な
に

か
有
る｣

と
。(

夏)

革
曰
く

｢

猶
お
斉
州
の
ご
と
き
な
り｣

と
。
湯
曰
く

｢

汝

奚
を
以
て
か
之
を
実
と
す
る｣

と
。
革
曰
く

｢

朕わ
れ

東
の
か
た
行
き
て
営
に
至
る
も
、
人
民

猶
お
是
く
の
ご
と
き
な
り
。
営
の
東
を
問
う
も
、
復
た
猶
お
営
の
ご
と
き
な
り
。
西
の
か
た
行

き
て�
に
至
る
も
、
人
民

猶
お
是
く
の
ご
と
き
な
り
。�
の
西
を
問
う
も
、
復
た
猶
お�
の
ご
と
き
な
り
。
朕

是
を
以
て
四
海
・
四
荒
・
四
極
の
是
に
異

な
ら
ざ
る
を
知
る
な
り｣

と
。

と
あ
る
こ
と
に
拠
っ
て
い
る
。

ま
た

『

淮
南
子』�
形
訓
に
は
、

九
州
之
外
、
乃
有
八�
、
亦
方
千
里
。
…
…
八�
之
外
、
而
有
八
紘
、
亦
方
千
里
。
…
…
八
紘
之
外
、
乃
有
八
極
。
自
東
北
方
曰
方
土
之
山
、
曰
蒼
門
。
東

方
曰
東
極
之
山
、
曰
開
明
之
門
。
東
南
方
曰
波
母
之
山
、
曰
陽
門
。
南
方
曰
南
極
之
山
、
曰
暑
門
。
西
南
方
曰
編
駒
之
山
、
曰
白
門
。
西
方
曰
西
極
之
山
、
曰

�
闔
之
門
。
西
北
方
曰
不
周
之
山
、
曰
幽
都
之
門
。
北
方
曰
北
極
之
山
、
曰
寒
門
。
凡
八
極
之
雲
、
是
雨
天
下
。
八
門
之
風
、
是
節
寒
暑
。

九
州
の
外
、
乃
ち
八�
有
り
、
亦
た
方
千
里
。
…
…
八�
の
外
、
而
ち
八
紘
有
り
、
亦
た
方
千
里
。
…
…
八
紘
の
外
、
乃
ち
八
極
有
り
。
東
北
方
自
り
方
土

の
山
と
曰
い
、
蒼
門
と
曰
う
。
東
方
は
東
極
の
山
と
曰
い
、
開
明
の
門
と
曰
う
。
東
南
方
は
波
母
の
山
と
曰
い
、
陽
門
と
曰
う
。
南
方
は
南
極
の
山
と
曰
い
、
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暑
門
と
曰
う
。
西
南
方
は
編
駒
の
山
と
曰
い
、
白
門
と
曰
う
。
西
方
は
西
極
の
山
と
曰
い
、�
闔
の
門
と
曰
う
。
西
北
方
は
不
周
の
山
と
曰
い
、
幽
都
の
門
と

曰
う
。
北
方
は
北
極
の
山
と
曰
い
、
寒
門
と
曰
う
。
凡
そ
八
極
の
雲
は
、
是
れ
天
下
に
雨
ふ
ら
す
。
八
門
の
風
は
、
是
れ
寒
暑
を
節
す
。

と
、
九
州
の
外
に
八
方
の
沼
地
で
雲
と
雨
を
も
た
ら
す
八�
、
八
方
の
異
民
族
の
国
で
、
そ
の
気
が
寒
暑
の
も
と
と
な
る
八
紘
、
八
方
の
果
て
の
山
と
、
風
の
出

入
り
す
る
門
で
、
天
下
に
雨
を
降
ら
し
、
寒
暑
を
節
す
る
と
さ
れ
る
八
極
が
あ
る
と
云
う
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
入
れ
子
が
さ
ら
に
四
方
な
い
し
八
方
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
な
地
名
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
五
服
や
九
服

に
比
べ
る
と
、
よ
り
現
実
化
し
た
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
五
服
や
九
服
は
、
中
央
と
周
縁
の
国
々
と
の
封
建
関
係
に
よ
る
ラ
ン
ク
付
け
と
い
う
、
政
治
的
な
側

面
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、『

爾
雅』

や

『

淮
南
子』

の
記
述
に
は
そ
う
し
た
政
治
的
な
意
味
合
い
は
見
出
し
難
い
。
そ
も
そ
も

｢

中
央｣

が
明
示
さ
れ
て
い
な

い
し
、
周
縁
の
国
々
と
中
央
と
の
封
建
関
係
も
全
く
記
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
周
王
朝
と
諸
侯
の
封
建
関
係
が
崩
壊
し
た
春
秋
・
戦
国
期
以
後
に
現
れ
て
き
た
世

界
観
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
五
服
説
は
封
建
関
係
が
強
固
で
あ
っ
た
西
周
期
で
あ
っ
て
初
め
て
成
立
し
得
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『

淮
南
子』�
形
訓
に
見
え
る
八
紘
や
、『
爾
雅』

釈
地
に
見
え
る
四
極
に
は
、
異
民
族
の
国
が
当
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
異
民
族
の
国
は
、

他
に
も
多
く
の
文
献
に
見
ら
れ
る
。

例
え
ば

『

呂
氏
春
秋』

求
人
篇
に
は

堯
傳
天
下
於
舜
、
…
…
禹
東
至
榑
木
之
地
、
日
出
・
九
津
・
青
羌
之
野
、
攅
樹
之
所
、�
天
之
山
、
鳥
谷
、
青
丘
之
郷
、
黒
齒
之
國
。
南
至
交
阯
・
孫
樸
・

續�
之
國
、
丹
粟
・
漆
樹
・
沸
水
・
漂
漂
・
九
陽
之
山
、
羽
人
・
裸
民
之
所
、
不
死
之
郷
。
西
至
三
危
之
國
、
巫
山
之
下
、
飲
露
・
吸
氣
之
民
、
積
金
之
山
、

共
肱
・
一
臂
・
三
面
之
郷
。
北
至
人
正
之
國
、
夏
海
之
窮
、
衡
山
之
上
、
犬
戎
之
國
、
夸
父
之
野
、
禺
彊
之
所
、
積
水
・
積
石
之
山
。

堯
は
天
下
を
舜
に
伝
え
、
…
…
禹

東
は
榑
木
の
地
、
日
出
・
九
津
・
青
羌
の
野
、
攅
樹
の
所
、�
天
の
山
、
鳥
谷
、
青
丘
の
郷
、
黒
歯
の
国
に
至
る
。
南

は
交
阯
・
孫
樸
・
続�
の
国
、
丹
粟
・
漆
樹
・
沸
水
・
漂
漂
・
九
陽
の
山
、
羽
人
・
裸
民
の
所
、
不
死
の
郷
に
至
る
。
西
は
三
危
の
国
、
巫
山
の
下
、
飲
露
・

吸
気
の
民
、
積
金
の
山
、
共
肱
・
一
臂
・
三
面
の
郷
に
至
る
。
北
は
人
正
の
国
、
夏
海
の
窮
、
衡
山
の
上
、
犬
戎
の
国
、
夸
父
の
野
、
禺
彊
の
所
、
積
水
・
積

二
一

― 136 ―

古
代
中
国
に
お
け
る
地
理
認
識



石
の
山
に
至
る
。

と
あ
り
、
禹
が
辺
遠
の
国
々
を
巡
り
歩
い
た
と
す
る
。
ま
た

『

尚
書』

堯
典
に
は

(

堯)

流
共
工
于
幽
州
、
放
讙
兜
于
崇
山
、
竄
三
苗
于
三
危
、�
鯀
于
羽
山
、
四
罪
而
天
下
咸
服
。

(

堯
は)

共
工
を
幽
州
に
流
し
、
讙
兜
を
崇
山
に
放
ち
、
三
苗
を
三
危
に
竄は
な

ち
、
鯀
を
羽
山
に�こ
ろ

し
、
四
た
り
罪
せ
ら
れ
て
天
下
咸
な
服
す
。

と
あ
り
、
同
じ
く
呂
刑
に
も

苗
民
弗
用
靈
、
制
以
刑
、
惟
作
五
虐
之
刑
、
曰
法
、
殺
戮
無
辜
。
…
…
皇
帝
哀
矜
庶
戮
之
不
辜
、
報
虐
以
威
、
遏
絶
苗
民
、
無
世
在
下
。

苗
民
は
霊
を
用
い
ず
、
制
す
る
に
刑
を
以
て
し
、
惟
れ
五
虐
の
刑
を
作
り
、
法
と
曰
い
、
無
辜
を
殺
戮
す
。
…
…
皇
帝

(

堯)

庶
も
ろ
の
戮
せ
ら
れ
し
の

不
辜
を
哀
矜
し
、
虐
に
報
ゆ
る
に
威
を
以
て
し
、
苗
民
を
遏
絶
し
、
世
よ
下
に
在
る
無
か
ら
し
む
。

と
あ
り
、『

山
海
経』

海
外
南
経

｢

貫
匈
國｣

条
郭
璞
注
引

『

尸
子』
に

四
夷
之
民
、
有
貫
胸
者
、
有
深
目
者
、
有
長
肱
者
、
黄
帝
之
徳
常
致
之
。

四
夷
の
民
、
貫
胸
な
る
者
有
り
、
深
目
な
る
者
有
り
、
長
肱
な
る
者
有
り
、
黄
帝
の
徳

常か
つ

(

嘗)

て
之
を
致
せ
り
。

と
見
え
る
。
こ
こ
に
見
え
る
異
民
族
は
、
い
ず
れ
も
伝
説
上
の
帝
王
に
征
伐
さ
れ
た
り
、
教
化
さ
れ
た
り
す
る
対
象
と
し
て
描
か
れ
る
。
即
ち
、
中
央
の
民
の
周

囲
に
、
中
央
の
民
と
は
異
な
る
が
中
央
の
支
配
に
服
す
る
人
々
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
王
の
威
光
を
増
そ
う
と
す
る
政
治
的
意
図
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
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あ
る
。
そ
し
て
そ
の
支
配
に
服
さ
な
い
者
は
、
よ
り
遠
い
所
へ
と
放
逐
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
殺
さ
れ
る
と
い
う
形
で
、
帝
王
の
支
配
下
に
あ
る
天
下
の
秩
序
が

整
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た

『

逸
周
書』

王
会
解
に
は
、
東
都
洛
邑
に
四
方
の
辺
遠
の
国
々
を
会
同
し
て
貢
ぎ
物
を
出
さ
せ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
多
く
の
国
が
朝
貢
関
係
に
よ
っ
て

支
配
下
に
入
る
こ
と
が
、
王
の
威
光
に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
た
だ
多
く
の
国
を
列
挙
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
国
々

の
具
体
的
な
位
置
が
示
さ
れ
な
い
の
は
そ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

異
民
族
の
住
む
海
外
諸
国
を
描
く
文
献
に
は
、
他
に

『

山
海
経』

海
外
四
経
及
び
大
荒
経
が
あ
る
。

ま
ず
海
外
四
経
に
つ
い
て
見
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
そ
の
国
の
人
々
の
不
思
議
な
容
姿
を
記
し
て
い
る
。
例
え
ば

結
匈
國
在
其
西
南
、
其
爲
人
結
匈
。(

結
匈
国

其
の
西
南
に
在
り
、
其
の
人
為
る
は
結は
と

匈む
ね

な
り
。)

玄
股
之
國
在
其
北
、
其
爲
人
衣
魚
、
食�
、
使
兩
鳥
夾
之
。
一
曰
在
雨
師
妾
北
。(

玄
股
の
国

其
の
北
に
在
り
、
其
の
人
為
る
は
魚
を
衣
て
、�
を
食
し
、

両
鳥
を
使
い
て
之
を
夾
む
。
一
に
曰
く
雨
師
妾
の
北
に
在
り
と
。)

の
如
く
、
そ
の
多
く
が

｢

○
○
國
在
×
×
東

(

西
・
南
・
北)

、
其
爲
人
△
△｣

と
い
う
書
式
に
従
う
。
△
△
の
部
分
に
は
そ
の
国
の
人
々
の
姿
が
記
さ
れ
る
が
、

時
と
し
て
後
ろ
に
そ
の
人
々
の
行
動
が
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た

長
臂
國
在
其
東
、
捕
魚
水
中
、
兩
手
各
操
一
魚
。
一
曰
在
焦
僥
東
、
捕
魚
海
中
。(

長
臂
国

其
の
東
に
在
り
、
魚
を
水
中
に
捕
え
、
両
手
に
各�
一
魚
を
操と

る
。
一
に
曰
く
焦
僥
の
東
に
在
り
、
魚
を
海
中
に
捕
う
と
。)

の
如
く
、｢

其
為
人
△
△｣

を
欠
い
て
行
動
の
み
を
記
す
条
も
あ
り
、
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奇
肱
之
國
在
其
北
、
其
人
一
臂
三
目
、
有
陰
有
陽
、
乘
文
馬
。
有
鳥
焉
、
兩
頭
、
赤
黄
色
、
在
其
旁
。(

奇
肱
の
国

其
の
北
に
在
り
、
其
の
人
は
一
臂
に
し

て
三
目
、
陰
有
り
陽
有
り
、
文
馬
に
乗
る
。
鳥
有
り
、
両
頭
、
赤
黄
色
、
其
の
旁
に
在
り
。)

の
如
く
、
そ
の
国
に
存
在
す
る
異
物
を
記
す
も
の
も
あ
る
。｢

其
為
人｣

の
様
式
に
従
わ
な
い
も
の
は
西
経
に
圧
倒
的
に
多
く
、｢

其
為
人｣

を

｢

為
人｣

と
す
る

の
は
北
・
東
経
に
の
み
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
国
の
記
事
の
第
一
の
関
心
は
そ
こ
に
住
む
人
の
異
様
な
姿
に
あ
り
、
次
い
で
そ
の
行
動
、
そ
こ
に
産
す
る
異
物
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
は
若
干
の
書
式
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
ま
た

｢

一
曰｣

で
始
ま
る
異
文
が
あ
っ
て
も
、
全
く
変
わ
り
が
な
い
。
そ
し
て
そ
の
描
き
方
は
し

ば
し
ば
絵
解
き
の
様
相
を
帯
び
る
。
例
え
ば
前
引
の

｢

長
臂
國
在
其
東
、
捕
魚
水
中
、
兩
手
各
操
一
魚
。
一
曰
在
焦
僥
東
、
捕
魚
海
中
。｣

が
そ
う
で
あ
り
、
こ
こ

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
一
時
的
な
、
進
行
中
の
動
作
で
あ
る
。
長
臂
国
の
民
が
常
に
両
手
に
魚
を
一
匹
ず
つ
持
っ
た
状
態
で
い
る
と
は
考
え
難
い
。
こ

う
し
た
進
行
中
の
動
作
は
、
一
般
的
な
風
習
を
説
明
す
る
の
に
は
不
自
然
で
あ
り
、
そ
う
し
た
動
作
を
描
い
た
絵
が
あ
っ
て
初
め
て
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の

｢

為
人
○
○｣

と
い
う
記
述
も
絵
画
に
表
せ
る
事
柄
で
あ
り
、
こ
う
し
た

『

山
海
経』

の
絵
画
性
は
、
最
初
の
注
釈
者
た
る
郭
璞
が
既
に
、
海

内
北
経

｢

從
極
之
淵
…
…
冰
夷
人
面
、
乘
兩
龍
。(

従
極
の
淵
…
…
冰
夷
は
人
面
、
両
龍
に
乗
る
。)｣

に
注
し
て

｢

畫
四
面
各
乘
靈
車
、
駕
二
龍
。(

四
面
に
各�

霊
車
に
乗
り
、
二
龍
を
駕
す
る
を
画
く
。)｣

と
云
う
な
ど
、
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
松
田
稔
氏
も

『

山
海
経』

の
絵
画
性
に
注
目
し
、
海

経
の
絵
画
的
描
写
は
専
ら
異
形
の
姿
を
描
く
だ
け
で
、
呪
術
や
祭
祀
に
関
す
る
記
述
が
少
な
く
、
し
か
も
山
経
で
描
か
れ
る
動
植
物
の
形
や
性
質
の
よ
う
な
日
常

的
知
識
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
巫
祝
が
王
侯
の
諮
問
に
答
え
る
た
め
の
知
識
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
絵
画
を
文
書
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
見
る

(

８)

。『

山

海
経』

を
巫
祝
の
書
と
す
る
見
解
は
、
袁
珂
氏
も

｢『

山
海
経』

写
作
的
時
地
及
篇
目
考｣

(
『

神
話
論
文
集』

一
九
八
二
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
所
収)

に
お
い

て
主
張
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
海
外
四
経
に
お
い
て
は
、
非
政
治
的
か
つ
非
日
常
的
な
知
識
の
所
有
者
た
る
巫
祝
の
作
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る

と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
海
外
四
経
に
描
か
れ
る
異
形
の
国
々
は
、『

尚
書』

や

『

呂
氏
春
秋』

等
と
は
異
な
り
、
基
本
的
に
征
服
や
退
治
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
そ

の
不
思
議
な
姿
や
風
俗
を
描
く
こ
と
に
目
的
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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一
方
、『

山
海
経』

大
荒
・
海
内
経
に
も
、
海
外
四
経
に
見
え
る
国
々
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
例
え
ば

有
白
民
之
國
。
帝
俊
生
帝
鴻
、
帝
鴻
生
白
民
、
白
民
銷
姓
、
黍
食
、
使
四
鳥
・
虎
・
豹
・
熊
・
羆
。(

白
民
の
国
有
り
。
帝
俊
は
帝
鴻
を
生
み
、
帝
鴻
は
白
民

を
生
む
、
白
民
は
銷
姓
、
黍
食
、
四
鳥
・
虎
・
豹
・
熊
・
羆
を
使
う
。)

(

大
荒
東
経)

有
不
死
之
國
。
阿
姓
、
甘
木
是
食
。(

不
死
の
国
有
り
。
阿
姓
、
甘
木
は
是
れ
食
な
り
。)

(

大
荒
南
経)

な
ど
、
そ
の
国
の
姓
や
食
物
な
ど
の
風
土
記
的
な
記
述
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
帝
俊
等
の
古
帝
王
に
連
な
る
系
譜
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
帝
王
を
頂
点
と
す

る
天
下
的
世
界
に
多
く
の
国
々
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
意
図
が
濃
厚
で
あ
る
。
し
か
し
海
外
四
経
に
お
い
て
は
、
大
荒

経
に
見
ら
れ
る
系
譜
や
食
物
な
ど
の
政
治
的
事
項
の
よ
う
な
、
絵
画
に
表
せ
な
い
事
柄
に
は
全
く
無
関
心
で
あ
る
。
従
っ
て
海
外
四
経
と
大
荒
・
海
内
経
は
、
同

じ
辺
遠
の
世
界
を
描
い
て
い
て
も
、
そ
の
目
的
は
全
く
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た

『

淮
南
子』�
形
訓
に
も
、
海
外
四
経
と
ほ
ぼ
同
じ
三
十
六
の
辺
遠
の
国
を
記
し
て
い
る
。

凡
海
外
三
十
六
國
、
自
西
北
至
西
南
方
、
有
修
股
民
・
天
民
・
肅
愼
民
・
白
民
・
沃
民
・
女
子
民
・
丈
夫
民
・
奇
股
民
・
一
臂
民
・
三
身
民
。
自
西
南
至
東

南
方
、
結�
民
・
羽
民
・
讙
頭
國
民
・
裸
國
民
・
三
苗
民
・
交
股
民
・
不
死
民
・
穿�
民
・
反
舌
民
・
豕
喙
民
・
鑿
齒
民
・
三
頭
民
・
修
臂
民
。
自
東
南
至
東

北
方
、
有
大
人
國
・
君
子
國
・
黒
齒
民
・
玄
股
民
・
毛
民
・
勞
民
。
自
東
北
至
西
北
方
、
有
跂
踵
民
・
句
嬰
民
・
深
目
民
・
無
腸
民
・
柔
利
民
・
一
目
民
・
無

繼
民
。

こ
れ
ら
は
た
だ
そ
の
名
前
を
列
挙
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
意
図
よ
り
は
純
粋
な
知
識
欲
の
現
れ
と
し
て
、
他
の
先
行
資
料
か
ら
抜
萃
し
て
書
か
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
、
大
荒
経
よ
り
も
海
外
経
に
性
格
の
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
荒
経
の
よ
う
な
系
譜
を
中
心
と
す
る
記
述
は
、
古
帝
王
を
頂
点
と
す
る
天
下
的
世
界
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
支
配
の
広
さ
を
示
し
、
ま
た

『

尚
書』

や

『

呂

氏
春
秋』

等
の
記
事
は
、
辺
遠
の
国
々
を
古
帝
王
が
征
伐
し
て
帰
順
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
て
、
秩
序
の
完
成
を
た
た
え
る
と
い
う
、
極
め
て
明
瞭
な
政
治
的
目
的

を
持
っ
て
い
る
。
で
は
異
族
の
風
俗
や
姿
だ
け
を
描
い
た
海
外
四
経
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
原
初
的

社
会
に
お
い
て
、
一
方
に
は
人
が
住
ん
で
組
織
が
整
っ
て
い
る
故
に
宇
宙
と
化
し
た
空
間
が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
は
悪
魔
・
怨
霊
・
死
者
・
よ
そ
者
の
未
知
の
恐
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ろ
し
い
領
域
、
即
ち
混
沌
・
死
・
夜
が
あ
り
、
中
国
の
み
な
ら
ず
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
の
よ
う
な
進
ん
だ
文
明
に
お
い
て
も
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
生
き
て
い

た
と
い
う

(
９)

。
秩
序
が
崩
壊
し
て
無
秩
序
に
回
帰
す
る
こ
と
へ
の
恐
れ
が
、
罪
人
や
文
化
を
異
に
す
る
異
族
と
い
っ
た
秩
序
を
乱
す
存
在
を
周
縁
の
地
域
へ
追
い

や
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
秩
序
の
整
っ
た

｢

我
々
の
世
界｣

の
外
側
を
、
秩
序
を
は
み
出
た
未
知
の
存
在
で
あ
る
異
形
の
民
が
取
り
巻
い
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
、
人
の
心
性
に
も
と
も
と
潜
ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
り
、
海
外
四
経
を
ま
と
め
た
で
あ
ろ
う
巫
祝
た
ち
は
、
こ
の
心
象
イ
メ
ー
ジ
に
直
接

訴
え
か
け
て
、
人
々
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
う
し
た

｢

辺
遠
の
異
族｣
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
の
中
国
に
も
生
き
続
け
た
。｢

怪
力
乱
神
を
語
ら
ず｣

を
旨
と
し
た
儒
家
思
想
で
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は

排
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、
正
統
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
文
献
、
例
え
ば
東
方
朔
撰
と
伝
え
ら
れ
る

『

神
異
経』

は
、『

山
海
経』

と
似
た
体
裁
で
、
異
様
な
姿
の

人
や
動
植
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
海
外
西
経
に
見
え
る
女
子
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
後
ま
で
根
強
く
残
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
風
俗
を
記
し
た
南
宋
・
趙
汝�

『�
蕃
志』

で
も

｢

女
人
国｣

が
記
さ
れ
、｢
裸
に
な
っ
て
風
を
感
じ
る
と
女
子
を
生
む｣

(

10)

と
い
っ
た
非
現
実
的
な
風
俗
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
実
の
男
性
中
心

社
会
の
裏
返
し
と
し
て
、
女
子
の
国
が
辺
境
の
異
族
の
イ
メ
ー
ジ
に
投
影
さ
れ
続
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

結

語
今
日
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
古
地
図
か
ら
、
戦
国
期
の
中
国
人
に
は
、
郡
県
レ
ベ
ル
の
行
政
区
画
単
位
で
の
狭
い
地
域
の
地
理
を
正
確
に
描
く
能
力
が
備
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
時
期
の
文
献
か
ら
知
る
こ
と
の
で
き
る
古
代
中
国
人
の
広
域
の
地
理
認
識
、
換
言
す
れ
ば
世
界
観
は
、
次
の
よ
う

な
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
が
確
認
で
き
る
。

(

一)
｢

禹
貢｣

に
記
さ
れ
る
、
中
華
の
秩
序
が
及
ぶ
範
囲
た
る
九
州

(

二)
『

山
海
経』

五
蔵
山
経
に
記
さ
れ
る
、
生
活
に
密
着
し
た
狭
域
の
山
川
地
理
の
集
積

(

三)

九
州
の
周
縁
に
広
が
る
、
中
華
の
秩
序
の
及
ば
な
い
範
囲

こ
の
う
ち

(

一)

は
比
較
的
正
確
に

｢

天
下｣

を
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
統
治
者
の
側
の
世
界
観
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
禹
が
秩
序
を
整
え
た
と
い
う
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前
提
の
も
と
で
、
害
獣
や
魑
魅
魍
魎
の
よ
う
な
秩
序
を
乱
す
存
在
は
一
切
排
さ
れ
る
。(

二)

は
生
活
者
の
側
の
世
界
観
を
統
治
者
が
集
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
山

川
に
分
け
入
っ
て
出
会
う
可
能
性
の
あ
る
奇
怪
な
動
植
物
が
描
か
れ
る
。(

三)

は

｢

禹
貢｣

の
五
服
説
の
よ
う
な
、
あ
る
べ
き
理
想
と
し
て
の
観
念
的
な
も
の
と
、

『
山
海
経』

や

『

淮
南
子』

の
海
外
諸
国
の
よ
う
な
、
秩
序
の
外
に
は
み
出
た
未
知
の
世
界
と
し
て
の
空
想
的
異
物
を
描
く
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
は
統
治
者
の
政

治
的
要
求
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
は
巫
祝
の
よ
う
な
、
統
治
階
級
の
外
側
に
い
る
人
々
の
観
念
が
入
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

注(

１)

金
谷
治

『

管
子
の
研
究』

八
二
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年

(

２)

何
双
全

｢

天
水
放
馬
灘
秦
墓
出
土
地
図
初
探｣
(
『

文
物』

一
九
八
九
年
第
二
期
所
収
、
文
物
出
版
社)

に
発
掘
報
告
が
あ
る
。

(

３)

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所

｢
甘
肅
天
水
放
馬
灘
戦
国
秦
漢
墓
群
的
発
掘｣

(
『

文
物』

一
九
八
九
年
第
二
期
所
収
、
文
物
出
版
社)

、
一
〇
〜
一
一
頁

(

４)
｢(

武
公)

十
年
、
伐�
・
冀
戎
、
初
縣
之
。｣

(

５)

拙
稿

｢『

山
海
経』

海
内
四
経
の
成
立｣
(
『

富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要』

第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
三
月)

参
照
。

(

６)

小
南
一
郎

｢『

山
海
経』

研
究
の
現
状
と
課
題｣

(
『

中
国
ー
社
会
と
文
化』

第
二
号
、
一
九
八
七
年
、
東
大
中
国
学
会
所
収)

、
二
二
四
〜
二
二
五
頁

(

７)
『

続
日
本
紀』

和
銅
六

(

七
一
三)

年
五
月
の
条
に
は
、

五
月

(

癸
亥
朔)

甲
子

(

二
日)

制
す
ら
く
、
…
…
其
の
郡
内
に
生
ず
る
所
の
銀
・
銅
・
彩
色
・
草
木
・
禽
獣
・
魚
蟲
等
の
物
は
、
具
に
色
目
を
録
し
、

及
、
土
地
の
肥�
、
山
川
・
原
野
の
名
号
の
所
由
、
古
老
の
相
伝
ふ
る
旧
聞
異
事
は
、
史
籍
に
載
せ
て
宜
し
く
言
上
す
べ
し
。

と
あ
り
、『

出
雲
国
風
土
記』

を
は
じ
め
諸
国
の
風
土
記
は
こ
の
制
令
に
応
え
て
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
当
初
か
ら
中
央
政
権
が
諸
国

の
地
理
、
と
り
わ
け
特
産
物
や
土
地
の
肥
瘠
と
い
っ
た
、
統
治
に
直
接
役
立
つ
情
報
を
掌
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

｢

史
籍｣

を
編
纂
さ
せ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

(

８)

松
田
稔

『｢

山
海
経｣

の
基
礎
的
研
究』

一
九
九
五
年
、
笠
間
書
院
、
三
三
〜
三
四
頁
。

(

９)

エ
リ
ア
ー
デ

｢

イ
メ
ー
ジ
と
シ
ン
ボ
ル｣

(
『

エ
リ
ア
ー
デ
著
作
集』

第
四
巻
、
前
田
耕
作
訳
、
一
九
七
四
年
、
せ
り
か
書
房)

、
五
二
〜
五
六
頁

(

10)
｢

又
東
南
有
女
人
國
、
…
…
其
國
女
人
遇
南
風
盛
發
、
裸
而
感
風
、
即
生
女
也
。｣
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